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  交野古文化同好会 ＜２月勉強会＞      2023.2.25（土） 

  私市総集編「磐船街道周辺史跡探訪」 
                       講師：村田 義朗 

    

私市の地名と地図 

 交野市には、私部(きさべ)、私市(きさいち)

という変わった地名がある。どちらも非常に古

い地名で、その歴史と成り立ちは私部の発生と

同時期で、敏達(びたつ)天皇（５７２～５８

５）のころである。 

 豊御食炊屋姫(とよみけかしきやひめ)が皇后

になってから、皇后領として皇后のための部曲

(かきべ)として私部であった。 

 その後、大化改新（６４５年）を機に律令体

制へと進み、天野川筋の農耕地は条里制の施行

とともに交野の村人は班田農民となっていく。   

 そうなると私市は条里の始まりから天野川筋

の中心的集落となって、私部内(きさべうち)・

私市となっていった。 

 その後、班田制の崩壊とともに新たに荘園が

生まれ、発展していく。交野でも三宅山（私部

山・寺・森・私市・星田山一帯1429町）が石清

水八幡宮に寄進され、広大な荘園ができる。  

また、荒地が開墾されて墾田となり、田畑が増

加すれば生産も増え、人口も増大する。 

 物資の交流も盛んとなる。私市は、大和と結

ばれる磐船街道筋であり、山麓の村としての市

場町ともなりえた。 

 中世以後は、交野は東高野街道や山根街道な

どの発達から、中心は天野川の中、下流へと

移っていき、私市は、かつての繁栄は失って

いったと思われる。 

 ただ、磐船神社や獅子窟寺といった信仰か

ら、お参りする人の往来、熊野参り奈良への通

行者などで人の往来は、とだえることはなかっ

たであろう。   河内名所図会 

獅子窟寺 

磐船神社 

平安時代後期の交野地方の想像復元図 

考歴民（平田政信氏著）参照 



2 

平田政信氏 作成 
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令和版「ふるさと交野を歩く」参照 
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令和版「ふるさと交野を歩く」参照 
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「石鏃１７４号」参照 
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①石清水八幡宮三宅山荘園墾田遺跡碑 

②古代天野川地方条里区画一条通遺跡碑 

③石清水八幡宮三宅山荘園佃之跡碑 

④此付近亀山上皇駐蹕私市観音寺跡 

松宝寺と池 

わだん坂を上る 

西念寺 

若宮神社でストレッチ体操 雲林寺から北へ田圃道を歩く 

磐船街道を歩く 

「石鏃１７４号」参照 
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「石鏃１７４号」参照 


